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本
ほん
百
びゃく
姓
しょう
体制と土地の流動化　

　幕
ばく

藩
はん

体制下では、一定以上の土地をもつ者を「（1.  ）」として課税対象にした。村は本百姓が運営し、自治の替
か

わりに村の責
任で年

ねん

貢
ぐ

を一
いっ

括
かつ

納入する（2.  ）が成立した。しかし貨
か

幣
へい

経済の浸
しん

透
とう

で土地を質
しち

に入れて金銭に換
か

える事実上の土地売買が行われ
るようになり、農民は（3.  ）と小作人に分解した。明治時代には（4.  ）で土地所有の一元化が図られ、土地は個人の所有
物となり売買が可能になった。土地売買の自由・四

し

民
みん

平等・職業選
せん

択
たく

と居住の自由は、資本家と労働者という社会階級を生み出し、
（5.  ）の全面的な発

はっ

展
てん

が始まったが、（3. ）と小作人の関係では封
ほう

建
けん

的な結びつきを残した。

① �近世村落の構成員のうち、10 石以上の石
こく

高
だか

の土地をもつ百
ひゃく

姓
しょう

を何というか（名
な
主
ぬし

は 20 石以上）。

②　�年貢の確実な徴
ちょう

収
しゅう

を図り、また農民が貨
か
幣
へい
経済に巻き込

こ

まれることを防ぐために、幕府が 1643

（寛
かん

永
えい

20）年に土地に関して出した法令は何か。

③ �百姓の相続をめぐり田畑の細分化を防止するため、幕府が 1673 年に出した法令は何か。

④ �土地を担
たん

保
ぽ

にお金を借り（質
しち
入れ）、返済できずに土地が貸し主の所有になることを何というか。

⑤ �1722（享
きょう

保
ほう

7）年に④を禁ずるために幕府が出した法令を何というか。

⑥ �⑤をきっかけに出
で

羽
わ

村山地方や越
えち

後
ご

頚
くび

城
き

地方の幕領で起きた反対一
いっ

揆
き

を何というか。

⑦ �農地耕作のために買い入れる肥料（干
ほし
鰯
か

・〆
しめ
粕
かす

・油
あぶら
粕
かす

）のことを総称して何というか。

⑧ �年貢収入を確実にするために、過去の年貢高を基準に収取率を固定化した方法を何というか。

⑨ �明
めい

治
じ

政府が旧幕府の田畑勝
かっ
手
て
作
づく
りの禁を解いたのはいつか。

⑩　明治政府が 1872年に解除した旧幕府の禁令は何か。

⑪　�地
ち

租
そ

改
かい

正
せい

条例の前年に発行された、土地所有の権利証として発行された証書を何というか。

⑫ �地租改正条例の規定で官有地に編入された、持ち主のはっきりしない村落などの共同保有地を何

というか。

⑬ �近代的土地所有権を明示し、土地を生産だけの手段から一定の価値ある不動産商品に転
てん

換
かん

させた、

土地の所在地・所有者・面積・地価などを明記した文書を何というか。

⑭ �地租改正条例の規定で、地価にかけられた税率は何パーセントか。

⑮ �1876 年〜1877 年に、茨城・三重・愛知・岐阜・堺
さかい

・熊本各県で起きた地租改正反対一揆をきっ

かけに、地租は何パーセントに変化したか。

⑯ �土地の所有者が現金で支払うこと（金納）が定められた税を何というか。

⑰ �土地の所有者は地主となったが、農村において、小作農が土地を借りて耕作する対価として現物

で地主に納める賃料を何というか。

寄
き
生
せい
地主制の展開と農村の近代化政策

　農地を買い集めた地主は、みずからは農業から離
はな

れて小作料に依
い

存
そん

する（1.  ）となった。（1. ）による搾
さく

取
しゅ

は農民の生産意欲
を低下させ、小作料の減

げん

免
めん

を求める（2.  ）が頻
ひん

発
ぱつ

した。政府も農山漁村経済更
こう

正
せい

運動を推進したり、自作農創設などを盛り込
こ

んだ（3.  ）を打ち出すなどの政策を実
じっ

施
し

した。戦後、地主制の改革を図った第 1 次農地改革は不徹底な内容にとどまった。
しかし第 2 次（4.  ）で寄

き

生
せい

地主制は解消し、ほとんどの小作農は自作農へと変わり、地主と小作人の封
ほう

建
けん

的関係も崩
ほう

壊
かい

した。
（5.  ）では大規模な機械化や果樹・牧

ぼく

畜
ちく

・酪
らく

農
のう

などへの多角経営が促
そく

進
しん

された。
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　次の 1～ 5に当てはまる言葉を書き入れなさい。

　次の問いに答えなさい。

図中のア～ケに当てはまる言葉を書き入れなさい。

次の 1～ 5に当てはまる言葉を書き入れなさい。

① �農業から離れて現物納の小作料を農産物市場に投機し、収益を他産業に投資した階層を何というか。

② 地主であっても、小作地のある村落から離れなかったものを何というか。

③ �明治中期以降にその数を増やした、村落を離れて都市などに生活拠
きょ

点
てん

を移した地主を何というか。

④ �金
きん

融
ゆう

引き締
し

め・農産物価格の暴落により中小農民が没
ぼつ

落
らく

するきっかけになった財政政策を何というか。

⑤ �土地を失った農民や小作農とその家族が工場などに労働力として流れ込
こ

むことで産業革命が進むが、

この動きのなかで起きた会社設立ブームを何というか。

⑥ �日露戦争後に内務省が推
すい

進
しん

した、町村の財政再建・農業振
しん

興
こう

などを目的とする一連の運動を何というか。

⑦ 1910 〜 18 年に朝
ちょう

鮮
せん

半島で行われた、内地の「地
ち
租
そ
改
かい
正
せい

」にあたる事業を何というか。

⑧ 1920 〜 30 年代に、小作農の社会的地位向上を目指した農民運動を総称して何というか。

⑨ �⑧の運動のなかで、その中心となった 1922 年設立の組織を何というか。

⑩　�1930 年代に、時
じ
局
きょく
匡
きょう
救
きゅう
事業とならんで内務省・農林省が推進し、自

じ
力
りき
更
こう
生
せい

と隣
りん

保
ぽ

共
きょう

助
じょ

をうたって産

業組合を拡大させた一連の運動を何というか。

⑪　�戦時経済のもと食
しょく

糧
りょう

生産を確保するため、小作農の地位保全や生産意欲の保持に向けて 1938 年と

1942 年に制定された法律は、それぞれ何か。

⑫ �第 2 次農地改革について、その基本法と農地委員会の地主・自作農・小作農の構成比を答えよ。

⑬ �2 度の農地改革を経ても解体されなかった、2 種類の地主は何か。

⑭ �農業と他の産業 ( 商工業など ) との所得格差を縮めるため、1961 年に制定された法律は何か。

⑮ �食糧管理制度に基
もと

づく政府の米の買い上げで生産者米価が維
い

持
じ

されたのはいつまでか。

⑯ �1960 年代末に始まり、作付けと収穫量を減らし離農をうながす結果ともなった政策を何というか。

⑰　�アメリカとの貿易摩
ま
擦
さつ

や世界的な貿易自由化の圧力のなかで、1991 年にオレンジ・牛肉の開放、

1993 年に米の部分的開放が実現したが、この一連の動きを何というか。

⑱ �2009 年に、農業に対する企業の参入を認めた法改正を何というか。
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次の問いに答えなさい。

図中のア～キに当てはまる言葉を書き入れなさい。
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きに
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